
年 7 月

実績評価の理由

・シェアサイクル
ポート新設により、
シェアサイクル普及
促進の目標を概ね達
成しました。
・サイクルサポート
施設の新たに11箇
所認定し、目標を達
成しました。

・シェアサイクル
ポート新設により、
シェアサイクル普及
促進の目標を概ね達
成しました。
・サイクルサポート
施設の新たに７箇所
認定し、目標を達成
しました。

・シェアサイクル
ポート新設により、
シェアサイクル普及
促進の目標を概ね達
成しました。
・サイクルサポート
施設の新たに６箇所
認定し、目標を達成
しました。

・シェアサイクル
ポート新設により、
シェアサイクル普及
促進の目標を概ね達
成しました。
・サイクルサポート
施設を新たに３箇所
認定し、目標を達成
しました。

実績評価 B Ｂ Ｂ B

取組実績

・シェアサイクル普
及のため市内ポート
の新設を進めまし
た。（公有地等ポー
ト新設19件）
・サイクルサポート
施設を新たに11箇
所認定しました。

・シェアサイクル普
及のため市内ポート
の新設を進めまし
た。（公有地等ポー
ト新設7件）
・サイクルサポート
施設を新たに７箇所
認定しました。

・シェアサイクル普
及のため市内ポート
の新設を進めまし
た。（公有地等ポー
ト新設１１件）
・サイクルサポート
施設を新たに６箇所
認定しました。

・シェアサイクル普
及のため市内ポート
の新設を進めまし
た。（公有地等ポー
ト新設10件）
・サイクルサポート
施設を新たに３箇所
認定しました。

取組内容
目標値

・シェアサイクルの
利用促進及びエリア
拡大
・サイクルサポート
施設の認定・設置

・シェアサイクルの
利用促進及びエリア
拡大
・サイクルサポート
施設の認定・設置

・シェアサイクルの
利用促進及びエリア
拡大
・サイクルサポート
施設の認定・設置

・シェアサイクルの
利用促進及びエリア
拡大
・サイクルサポート
施設の認定・設置

・シェアサイクルの
利用促進及びエリア
拡大
・サイクルサポート
施設の認定・設置

　事業目標及び事業方針

・シェアサイクルの利用促進及びエリア拡大、サイクルサポート施設の募集を継続的に実施し、自転車を活用した賑わ
いのあるまちづくりを目指します。

　事業計画（工程表）

R3 R4 R5 R6 R7

　地域の商業施設と連携し、サイクリング中に休憩で立ち寄
ることができる施設を認定します。また、新たな都市交通シ
ステムとしてのシェアサイクルの利用促進・エリア拡大及び
シェアサイクルを活用した観光を推進します。

事業名 自転車を活用した観光の推進 事業期間 ～令和７年度 所管

都市局交通政策部
自転車まちづくり推進課
建設局土木部
道路環境課

作成： 令和７

取組テーマ つなぐ 地域をつなぐ交通環境の向上 事業区分 継続

　事業概要： 　図・イメージ

事業シート１０



年 7 月

実績評価の理由

　計画的に効果検証
を実施。次年度以降
計画どおりに整備を
進められるよう、検
証結果に基づき、整
備が進んでいない路
線等の今後の方針を
関係者と共有できた
ため。
　自転車通行環境整
備については、一部
路線において年度内
に完了することがで
きず、翌年度に繰越
となったため。

　令和5年度の計画
改定に反映できるス
ケジュールで、試験
施工及び効果検証を
進められているた
め。
　自転車通行環境整
備については、一部
路線において年度内
に完了することがで
きず、翌年度に繰越
となったため。

計画の改定について
は目標まで達してい
ないが、自転車通行
環境整備について
は、目標を上回った
延長を整備したた
め、全体の実績評価
はBとした。

計画の改定について
は目標から１年遅れ
ての改定になった
が、自転車通行環境
整備については目標
を上回った延長を整
備したため、全体の
実績評価はBとし
た。

実績評価 B B B B

取組実績

 さいたま市自転車
ネットワーク整備計
画の改定に先立ち、
現計画による自転車
通行環境整備の効果
等を検証し、中間と
りまとめを行い、関
係者と共有しまし
た。
 自転車通行環境整
備については、
23km（総延長
178km）の整備を
実施しました。

次期計画において計
画通りに整備が進め
られるよう、道路幅
員が狭い等の理由か
ら警察協議が整わな
い路線を減らすた
め、試験施工を実施
しました。（効果検
証は令和5年度第一
四半期予定）
 自転車通行環境整
備については、
19km（総延長
197km）の整備を
実施しました。

交通管理者等との調
整に時間を要し、計
画の改定まではいた
らなかったが、次期
計画の自転車ネット
ワーク路線選定の方
向性について関係者
と概ね合意が図れま
した。
 自転車通行環境整
備については、
19km（総延長
216km）の整備を
実施しました。

さいたま市自転車
ネットワーク整備計
画を改定しました。
 自転車通行環境整
備については、
16km（総延長
232km）の整備を
実施しました。

取組内容
目標値

さいたま市自転車
ネットワーク整備計
画改定の検討

自転車通行環境整備
20km（総延長
180km）

さいたま市自転車
ネットワーク整備計
画改定の検討

自転車通行環境整備
20km（総延長２０
0km）

さいたま市自転車
ネットワーク整備計
画の改定

自転車通行環境整備
１５km（総延長２
１５km）

自転車通行環境整備
１５km（総延長２
３０km）

自転車通行環境整備
１５km（総延長２
４５km）

　事業目標及び事業方針

・第２期計画期間に引続き整備を推進し、令和７年度までに市内全体で約２４５ｋｍの自転車通行環境整備を実施しま
す。整備は自転車利用者の多い駅周辺の路線のほか、自転車通行環境整備済み路線との連続性が確保できる路線等を優
先的に進めながら、広域的ネットワークを構築します。

　事業計画（工程表）

R3 R4 R5 R6 R7

　安全で快適な自転車通行環境を効果的、効率的に整備する
ため、自転車の利用が多い道路や施設を考慮し、具体的な路
線の選定、整備形態及びスケジュールをまとめた「自転車
ネットワーク整備計画」に基づき、自転車通行環境の整備を
推進します。

事業名 自転車ネットワークの整備推進 事業期間 ～令和７年度 所管

都市局交通政策部
自転車まちづくり推進課
建設局土木部
道路環境課

作成： 令和７

取組テーマ つなぐ 地域をつなぐ交通環境の向上 事業区分 継続

　事業概要： 　図・イメージ

事業シート１１



年 7 月

実績評価の理由

【岩槻駅入口交差点よ
り南西に550ｍの区
間】
・当初の目標の通り、
電線共同溝整備工事、
街渠整備工事を発注
し、道路整備に伴う地
域間の連携の強化に寄
与したことから、上記
評価としました。
【加倉北交差点より北
東に520ｍの区間】
・当初の目標の通り、
用地買収の推進及び歩
道整備工事の実施、電
線共同溝整備工事の発
注により、道路整備に
伴う地域間の連携の強
化に寄与したことか
ら、上記評価としまし
た。

【岩槻駅入口交差点よ
り南西に550ｍの区
間】
・当初の目標では、用
地買収を予定してお
り、用地交渉を進めて
います。
・また、車道舗装工
事、歩道舗装工事を発
注し、道路整備に伴う
地域間の連携の強化に
寄与したことから、上
記評価としました。
【加倉北交差点より北
東に520ｍの区間】
・当初の目標の通り、
用地買収の推進及び電
線共同溝整備工事の実
施により、道路整備に
伴う地域間の連携の強
化に寄与したことか
ら、上記評価としまし
た。

【岩槻駅入口交差点よ
り南西に550ｍの区
間】
・当初の目標では、歩
道整備工事や車道整備
工事を予定しており、
その一環として道路照
明工事を発注しまし
た。
・そのため、道路整備
に伴う地域間の連携の
強化に寄与したことか
ら、上記評価としまし
た。
【加倉北交差点より北
東に520ｍの区間】
・当初の目標の通り、
用地買収の推進及び電
線共同溝整備工事の実
施により、道路整備に
伴う地域間の連携の強
化に寄与したことか
ら、上記評価としまし
た。

【岩槻駅入口交差点よ
り南西に550ｍの区
間】
・当初の目標では、令
和5年度までに整備区
間の無電柱化を予定し
ておりましたが、抜柱
に向けた調整に時間を
要しており、遅れが生
じました。
・ただ、無電柱化に向
けた業務委託は着実に
実施しており、道路整
備に伴う地域間の連携
の強化に寄与したこと
から、上記評価としま
した。
【加倉北交差点より北
東に520ｍの区間】
・用地買収の推進及び
歩道整備工事の実施に
より、道路整備に伴う
地域間の連携の強化に
寄与したことから、上
記評価としました。

実績評価 B B B B

取組実績

【岩槻駅入口交差点よ
り南西に550ｍの区
間】
・電線共同溝整備工
事、街渠整備工事を発
注しました。
・一部区間の電線、電
柱を撤去しました。
【加倉北交差点より北
東に520ｍの区間】
・用地買収の推進及び
歩道整備工事の実施、
電線共同溝整備工事を
発注しました。

【岩槻駅入口交差点よ
り南西に550ｍの区
間】
・用地交渉を進めまし
た。
・車道舗装工事、歩道
舗装工事を発注しまし
た。
【加倉北交差点より北
東に520ｍの区間】
・用地買収の推進及び
電線共同溝整備工事を
実施しました。

【岩槻駅入口交差点よ
り南西に550ｍの区
間】
・道路照明工事を発注
しました。
【加倉北交差点より北
東に520ｍの区間】
・用地買収の推進及び
電線共同溝整備工事を
実施しました。

【岩槻駅入口交差点よ
り南西に550ｍの区
間】
・無電柱化を推進する
ため、電線共同溝引込
管委託を実施しまし
た。
【加倉北交差点より北
東に520ｍの区間】
・用地買収の推進及び
歩道整備工事を実施し
ました。

取組内容
目標値

・電線共同溝整備工事
・街渠整備工事
・用地買収
・歩道整備工事

・用地買収
・電線共同溝整備工事
・歩道整備工事

・歩道整備工事
・車道整備工事
・用地買収
・電線共同溝整備工事

・電線共同溝整備工事 ・歩道整備工事

　事業目標及び事業方針

【岩槻駅入口交差点より南西に550ｍの区間】
・電線共同溝整備事業、歩道整備事業に取り組み、令和5年度までに整備区間の無電柱化を目指します。
・また、事業完了に向けて、課題となっている未買収地の取得について取り組み、電線共同溝整備、歩道整備、車道整備工事を実
施していきます。
【加倉北交差点より北東に520ｍの区間】
・電線共同溝整備事業、歩道整備事業に取り組み、令和９年度までに整備区間の歩道整備、無電柱化を目指します。
・事業に必要な用地を取得し、電線共同溝整備、歩道整備、車道整備工事を実施していきます。

　事業計画（工程表）

R3 R4 R5 R6 R7

　地域間の連携強化のため整備します。

（さいたま市岩槻区加倉１丁目、４丁目、
　　　　　　　　　本町１丁目及び２丁目地内）

事業名 岩槻中央通り線整備事業 事業期間 ～令和９年度 所管
建設局土木部
道路計画課
道路環境課

作成： 令和７

取組テーマ つなぐ 地域をつなぐ交通環境の向上 事業区分 継続

　事業概要： 　図・イメージ

事業シート１２

岩槻中央通り線

L=1,070m （L=520m＋L=550m）



年 7 月

実績評価の理由

都市鉄道等利便増進
法に基づく速達性向
上事業の実施の要請
に向けて、自治体連
携会議を設置しまし
た。要請者、費用負
担の協議を開始し、
計画素案の作成方針
について協議しまし
た。

自治体連携会議や、
個別協議を踏まえた
速達性向上事業に関
する計画素案（案）
を作成しました。

「鉄道事業者へ事業
実施要請」を実施で
きませんでした。今
後は、鉄道事業者か
ら最新かつ専門的な
知見の「技術支援」
を受けながら、計画
の深度化に向けた検
討を進め、可能な限
り早期に事業実施要
請を行います。

埼玉県と共同で、鉄
道事業者からの技術
支援を受け、計画の
深度化を実施しまし
た。

実績評価 B B C Ｂ

取組実績
関係自治体との連携
会議を２回実施

速達性向上事業に関
する計画素案（案）
作成

鉄道事業者へ技術支
援要請

技術支援要請に基づ
く計画の深度化

取組内容
目標値

関係自治体との連携
会議の開催

速達性向上事業に関
する計画素案（案）
作成

鉄道事業者へ事業実
施要請

技術支援要請に基づ
く計画の深度化

深度化を進め事業実
施要請に向けた協議

　事業目標及び事業方針

・都市鉄道等利便増進法に基づく鉄道事業者による申請手続の早期実施を目指します。

　事業計画（工程表）

R3 R4 R5 R6 R7

　地下鉄７号線（埼玉高速鉄道線）は、平成28年の国（交通
政策審議会）の第198号答申で、浦和美園～岩槻～蓮田まで
の延伸が位置付けられており、先行整備区間の浦和美園駅～
岩槻駅間で「埼玉スタジアム駅」、「中間駅」（目白大付
近）、「岩槻駅」を新設する計画です。

事業名 地下鉄７号線延伸 事業期間 ～令和７年度 所管
都市戦略本部
未来都市推進部

作成： 令和７

取組テーマ つなぐ 地域をつなぐ交通環境の向上 事業区分 継続

　事業概要： 　図・イメージ

事業シート１３

約7.2㎞



年 7 月

実績評価の理由

新型コロナウイルス
感染症の緊急事態宣
言等後に岩槻を訪れ
る人が増えたため、
目標を達成できまし
た。

新型コロナウイルス
感染症の行動制限が
終わり、岩槻を訪れ
る人が増えたため、
目標を達成できまし
た。

新型コロナウイルス
の感染症法上の分類
が引き下げられ、岩
槻を訪れる人が増え
たため、目標を達成
できました。

ウェブサイト、
SNS等による情報
発信を推進したこと
により、岩槻を訪れ
る人が増えたため、
目標を達成できまし
た。

実績評価 A A A Ａ

取組実績
岩槻散策マップの配
布枚数　  8,700枚

岩槻散策マップの配
布枚数　  17,300
枚

岩槻散策マップの配
布枚数
13,600枚

岩槻散策マップの配
布枚数
26,300枚

取組内容
目標値

岩槻散策マップの配
布枚数　  8,000枚

岩槻散策マップの配
布枚数　  8,500枚

岩槻散策マップの配
布枚数　  9,000枚

岩槻散策マップの配
布枚数
9,500枚

岩槻散策マップの配
布枚数　10,000枚

　事業目標及び事業方針

・岩槻区の観光PRを実施します。岩槻駅観光案内所や岩槻駅東西自由通路内のガラスケースなどを活用した観光ＰＲ
を行っていくほか、市外・区外のイベント等に参加し観光ＰＲを行います。

　事業計画（工程表）

R3 R4 R5 R6 R7

　関係団体や関係所管と連携しながら、岩槻の観光パンフ
レット等を岩槻区外で配布するなど、岩槻区の観光・イベン
ト等をＰＲします。

事業名 岩槻区の観光ＰＲ 事業期間 ～令和７年度 所管
岩槻区役所区民生活部
観光経済室

作成： 令和７

取組テーマ つなぐ 関係人口増加を図る情報発信力の強化 事業区分 継続

　事業概要： 　図・イメージ

事業シート１４



年 7 月

実績評価の理由

慈恩寺地区の木製案
内サインについて、
予定数より多く設置
することができまし
た。今後は、他の地
区の整備を引き続き
実施します。

柏崎地区の木製案内
サインについて、設
置することができま
した。今後は、他の
地区の整備を引き続
き実施します。

柏崎、大戸・末田地
区の木製案内サイン
について、設置する
ことができました。
今後は他の地区の整
備を引き続き実施し
ます。

富士宿・村国地区、
河合地区等の木製案
内サインについて、
設置することができ
ました。今後は他の
地区の整備を引き続
き実施します。

実績評価 A A Ａ Ａ

取組実績
・木製案内サインの

設置累計　27枚
・木製案内サインの

設置累計　52枚
・木製案内サインの

設置累計100枚
・木製案内サインの

設置累計142枚

取組内容
目標値

・木製案内サインの
設置累計　20枚

・木製案内サインの
設置累計　40枚

・木製案内サインの
設置累計　60枚

・木製案内サインの
設置累計　８0枚

・木製案内サインの
設置累計　100枚

　事業目標及び事業方針

　事業計画（工程表）

R3 R4 R5 R6 R7

・岩槻区へ来た来訪者の利便性を向上させるため、木製案内サインの整備を行います。

　岩槻を訪れる観光客の利便性を向上させ、回遊性を高める
ため、岩槻区内の名所・旧跡へ適切に誘導する歩行者系の観
光案内サインの整備を行います。

事業名 観光案内サイン等の整備 事業期間 ～令和７年度 所管
岩槻区役所区民生活部
観光経済室

作成： 令和７

取組テーマ つなぐ 関係人口増加を図る情報発信力の強化 事業区分 継続

　事業概要： 　図・イメージ

事業シート１５



年 7 月

実績評価の理由

観光資源の周知・周
遊を促進したため。
今後も観光国際協会
と情報を共有し、観
光資源の周知のため
に観光案内所を活用
します。

観光資源の周知・周
遊を促進したため。
今後も観光国際協会
と情報を共有し、観
光資源の周知のため
に観光案内所を活用
します。

観光資源の周知・周
遊を促進したため。
今後も観光国際協会
と情報を共有し、観
光資源の周知のため
に観光案内所を活用
します。

観光資源の周知・周
遊を促進したため。
今後も観光国際協会
と情報を共有し、観
光資源の周知のため
に観光案内所を活用
します。

実績評価 B B B B

取組実績

パンフレットを案
内・配布したり、来
所者に観光資源を案
内することで観光資
源の周知・周遊を促
進しました。

パンフレットを案
内・配布したり、来
所者に観光資源を案
内することで観光資
源の周知・周遊を促
進しました。

パンフレットを案
内・配布したり、来
所者に観光資源を案
内することで観光資
源の周知・周遊を促
進しました。

パンフレットを案
内・配布したり、来
所者に観光資源を案
内することで観光資
源の周知・周遊を促
進しました。

取組内容
目標値

岩槻観光案内所運営

観光資源の周知、周
遊の促進

岩槻観光案内所運営

観光資源の周知、周
遊の促進

岩槻観光案内所運営

観光資源の周知、周
遊の促進

岩槻観光案内所運営

観光資源の周知、周
遊の促進

岩槻観光案内所運営

観光資源の周知、周
遊の促進

　事業目標及び事業方針

・岩槻観光案内所を運営します。イベントや観光情報のパンフレットの配置・対面での観光案内のサービスを行いま
す。

　事業計画（工程表）

R3 R4 R5 R6 R7

　東武アーバンパークライン岩槻駅東西自由通路内にて岩槻
観光案内所を運営します。

事業名 岩槻観光案内所運営事業 事業期間 ～令和７年度 所管
経済局商工観光部
観光国際課

作成： 令和７

取組テーマ つなぐ 関係人口増加を図る情報発信力の強化 事業区分 継続

　事業概要： 　図・イメージ

事業シート１６



年 7 月

実績評価の理由

岩槻区の豊かな自然
と城下町としての歴
史、人形文化などを
区の内外に発信しま
した。

岩槻区の豊かな自然
と城下町としての歴
史、人形文化などを
区の内外に発信しま
した。

岩槻区の豊かな自然
と城下町としての歴
史、人形文化などを
区の内外に発信しま
した。

岩槻区の豊かな自然
と城下町としての歴
史、人形文化などを
区の内外に発信しま
した。

実績評価 B B B B

取組実績
区内外の公共施設に
配架しました。

区内外の公共施設に
配架しました。

区内外の公共施設に
配架しました。

区内外の公共施設に
配架しました。

取組内容
目標値

ガイドブックの配布 ガイドブックの配布 ガイドブックの配布 ガイドブックの配布 ガイドブックの配布

　事業目標及び事業方針

・豊かな自然と城下町としての歴史、人形文化など岩槻の地域資源を活かした魅力を紹介するガイドブックを市内公共
施設に配架し、地域への愛着や誇りの醸成を築くことを目指します。また、イベント等を通して市外の方にも岩槻の魅
力を発信します。

　事業計画（工程表）

R3 R4 R5 R6 R7

　区民との協働により10年ぶりに改訂を行った岩槻区ガイド
ブック「来て　見て　魅せる　城下町いわつき」を活用し、
区内外の方に岩槻の地域資源を活かした魅力を紹介します。

事業名 岩槻区ガイドブックの活用 事業期間 ～令和７年度 所管
岩槻区区民生活部
コミュニティ課

作成： 令和７

取組テーマ つなぐ 関係人口増加を図る情報発信力の強化 事業区分 新規

　事業概要： 　図・イメージ

事業シート１７



年 7 月

実績評価の理由

新型コロナウイルス
感染症の影響によ
り、来館者数の制限
や地域イベントの中
止などから目標を下
回りました。　　引
き続き各事業と連携
し、広報・プロモー
ション活動等の実施
により、博物館の認
知向上、人形文化の
振興を推進します。

新型コロナウイルス
感染症の影響によ
り、来館者数の制限
や地域イベントの開
催縮小などから目標
を下回りました。
引き続き各事業と連
携し、広報・プロ
モーション活動等の
実施により、博物館
の認知向上、人形文
化の振興を推進しま
す。

展覧会を年４回実施
し、講演会やワーク
ショップ等を開催し
たこと及び新型コロ
ナウイルス感染症に
よる制限がなくなっ
たことにより来館者
数は過去最高となっ
たものの、目標値を
下回る結果となりま
した。引き続き各事
業と連携し、博物館
の認知向上、人形文
化の振興を推進しま
す。

展覧会を年４回実施
し、そのなかで、現
役人形作家の作品を
テーマとした展覧会
を実施しました。
71日間で19,369
人の方が来館し、年
間来館者数は過去最
高になったものの、
目標値を下回る結果
となりました。引き
続き、各事業と連携
し、博物館の認知向
上、人形文化の振興
を推進します。

実績評価 C Ｃ Ｃ C

取組実績
岩槻人形博物館来館
者数
29,254人

岩槻人形博物館来館
者数
32,4２1人

岩槻人形博物館来館
者数
39,656人

岩槻人形博物館来館
者数
49,662人

取組内容
目標値

岩槻人形博物館来館
者数
77,000人

岩槻人形博物館来館
者数
74,000人

岩槻人形博物館来館
者数
74,000人

岩槻人形博物館来館
者数
74,000人

岩槻人形博物館来館
者数
74,000人

　事業目標及び事業方針

　事業計画（工程表）

R3 R4 R5 R6 R7

・展覧会や講演会等を開催し、年間来館者数74,000人を目指します。

　「人形のまち」として知られる岩槻で、人形文化の振興を
図るため、岩槻人形博物館において、人と人形の歴史を調
査・研究し、その成果について展示等を通じて広く公開する
ことで、人々の人形への親しみを醸成し、人形文化を未来へ
と継承することを目的に、人形文化の拠点施設の管理運営を
行います。

事業名 岩槻人形博物館管理運営事業 事業期間 ～令和７年度 所管
スポーツ文化局文化部
岩槻人形博物館

作成： 令和７

取組テーマ つなぐ 関係人口増加を図る情報発信力の強化 事業区分 新規

　事業概要： 　図・イメージ

事業シート１８


